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『
ユ
ー
ロ
ナ
ラ
ジ
ア
』
第
１
号
か
ら
第
９
号
ま
で

掲
載
し
て
頂
い
た
論
考
で
は
、イ
ラ
ン
高
原
の
ペ
ル

シ
ア
州
を
起
点
と
し
て
、

　

�

ペ
ル
シ
ア（
イ
ラ
ン
）・
・
・
第
１
号
、
第
２
号
、

第
３
号
、
第
４
号

　
　
　
↓

　

 

ス
ィ
ー
ス
タ
ー
ン（
イ
ラ
ン
）・
・
・
第
４
号

　
　
　
↓

　

 

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ（
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
）・
・
・
第
５
号
、
第
６
号
、
第
７
号

　
　
　
↓

　

 

ホ
ラ
ズ
ム（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）・
・
・
第
８
号
、

第
９
号

　
と
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
イ
ラ
ン
か
ら
「
東
へ
、
東

へ
」
旅
し
つ
つ
、
各
地
域
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
特

徴
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
き
た
。奈
良
か
長
安
を
起

点
に
「
西
へ
、
西
へ
」
向
か
う
東
ア
ジ
ア
中
心
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
観
も
あ
る
が
、宗
教
文
化
の
流
れ
か
ら

言
え
ば
、西
ア
ジ
ア
で
儒
教
や
道
教
が
布
教
さ
れ
た

と
い
う
現
象
は
知
ら
れ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、東

ア
ジ
ア
で
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
マ
ニ
教
、
ネ
ス
ト

リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
、イ
ス
ラ
ー
ム
が
広
く
宣
布

し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
宗
教
文
化
を
論
じ
る
に

当
た
っ
て
は
、西
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
中
心
の
地

理
感
覚
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と

筆
者
は
考
え
て
お
り
、本
稿
は
イ
ラ
ン
か
ら
奈
良
を

目
指
す
と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、そ
の
ル
ー
ト
選
択
で
あ

る
。
イ
ラ
ン
高
原
上
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
平
原
か
ら
ア
ル
ボ
ル
ズ
山
脈
の
南
麓
を
通

過
し
て
バ
ク
ト
リ
ア
を
目
指
す「
イ
ラ
ン
北
路
」と
、

ペ
ル
シ
ア
か
ら
東
進
し
て
ス
ィ
ー
ス
タ
ー
ン
へ
入

り
、そ
こ
か
ら
北
上
し
て
バ
ク
ト
リ
ア
に
向
か
う「
イ

ラ
ン
南
路
」に
分
岐
し
て
い
る
。こ
の
う
ち
、「
イ
ラ

ン
北
路
」
を
通
っ
た
場
合
、
３
〜
10
世
紀
の
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
神
官
団
の
最
大
の
本
拠
地
で
あ
る
ペ
ル

シ
ア
を
素
通
り
し
て
し
ま
う
の
で
、
本
稿
で
は
「
イ

ラ
ン
南
路
」に
絞
っ
て
論
じ
て
き
た（
地
図
１
参
照
）。

　
今
号
で
は
、ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
か
ら
更
に
東
進
す
る

に
当
た
り
、こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ル
ー
ト
選
定
が

E
u

r
o

-
N

A
R

A
S

I
A

          

－ 
 
 
  S

E
R

I
A

L
    R

E
P

O
R

T

〈
第
十
回
〉 

T
a
k
e
s
h
i
 
 
A
O
K
I

飛
鳥
・
奈
良
と
「
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
イ
ラ
ン
文
化
」　

青
木
健

13
キ
ル
ギ
ス
・
セ
ミ
レ
チ
エ
（
七
河
地
方
）
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
遺
跡
（
前
篇
）

Euro-NARASIA  │  SERIAL REPORT



43

再
び
問
題
に
な
っ
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
現
在
の

中
国
領
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
も「
天
山
北
路
」、

「
天
山
南
路
」、「
南
路
」
の
３
つ
に
分
岐
す
る
。

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
研
究
上
で
は
、パ
ミ
ー
ル
高
原
が

ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
の
故
地
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
ゴ
ル
ノ
・
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン

自
治
州
か
ら
中
国
領
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
タ

シ
ュ
ク
ル
ガ
ン・タ
ジ
ク
自
治
県（
蒲
犁
）に
か
け
て

の
一
帯
に
は
、今
で
も
東
南
イ
ラ
ン
語
を
話
す
イ
ラ

ン
系
民
族
（
パ
ミ
ー
ル
人
と
呼
ば
れ
る
。
西
南
イ

ラ
ン
語
の
ペ
ル
シ
ア
語
を
話
す
タ
ジ
ク
人
と
は
別
）

が
住
み
着
い
て
い
る
。
中
国
電
視
台
は
２
０
１
２

年
に
、
こ
の
付
近
で
「
２
５
０
０
年
前
の
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
の
葬
送
儀
礼
跡
が
発
見
さ
れ
た
」
と
報

告
し
た
（
動
画
と
し
て
は
、http://english.cntv.

cn/2014/08/12/VIDE1407843119676688.shtm
l

参
照
）。こ
れ
ら
を
観
察
す
る
為
に
は
、「
天
山
南
路
」

と「
南
路
」に
準
じ
て
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・
中
国
国

境
上
で
、
標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
パ
ミ
ー

ル
高
原
を
越
え
る
の
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、

２
０
１
６
年
夏
の
段
階
で
は
、
中
国
領
内
の
タ
シ

ュ
ク
ル
ガ
ン
で
調
査
を
す
る
見
通
し
が
立
た
ず
、

こ
の
着
想
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

イラン北路

イラン南路

ペルシア

ソグディアナ

セミレチエホラズム

スィース
ターン

地図１：イラン北路とイラン南路、およびセミレチエの位置
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そ
の
代
わ
り
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
迂
回
し
、
ソ
グ

デ
ィ
ア
ナ
か
ら
天
山
山
脈
の
北
部
を
目
指
す「
天
山

北
路
」を
試
す
こ
と
に
し
た
。現
在
の
国
名
で
言
え
ば
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
キ
ル
ギ
ス（
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
で
唯
一
、語
尾
に
ペ
ル
シ
ア
語
の「
〜
ス
タ
ン
」が

付
か
な
い
）
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
焦
点
は
、
セ
ミ
レ
チ
エ
地
方
（
キ
ル
ギ
ス
北
部

か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
の
イ
リ
河
周
辺
地
域
）の

中
の
キ
ル
ギ
ス
領
内
に
あ
る
３
つ
の
遺
跡
─
バ
ラ

サ
グ
ン
遺
跡
、
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
、
ク
ラ
ス
ナ

ヤ
・
レ
ー
チ
カ
遺
跡
─
に
絞
ら
れ
る
。
イ
リ
川
北
部

に
当
た
る
こ
の
一
帯
で
は
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
華
や
か

な
り
し
６
〜
９
世
紀
の
頃
、天
山
北
路
に
沿
っ
て
中

国
を
目
指
す
ソ
グ
ド
人
た
ち
の
植
民
都
市
が
点
在

し
、イ
ラ
ン
系
文
化
を
伝
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

❶
ビ
シ
ュ
ケ
ク（
旧
フ
ル
ン
ゼ
）市
内
・
・
・

２
０
１
６
年
の
８
月
〜
９
月
に
、奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
の
調
査
隊
に
加
え
て
頂
き
、ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
か
ら
キ
ル
ギ
ス
の
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
を
訪

れ
た
際
は
、道
路
の
両
端
に
整
然
と
し
た
白
樺
並
木

が
ど
こ
ま
で
も
続
き
、
ト
ル
コ
系
遊
牧
文
化
よ
り

濃
厚
に
ロ
シ
ア
文
化
を
感
じ
た
。
ま
た
、
日
本
人
と

そ
っ
く
り
の
キ
ル
ギ
ス
人
た
ち
が
、流
暢
な
ロ
シ
ア

語
を
操
っ
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。平
均
的
な

キ
ル
ギ
ス
人
は
、「
文
化
用
語
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
」

と
「
生
活
用
語
と
し
て
の
キ
ル
ギ
ス
語
」
の
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
だ
そ
う
で
、ロ
シ
ア
語
は
決
し
て
外
国
語
で

は
な
い
と
の
こ
と
。こ
こ
は
も
う
天
山
山
脈
の
北
麓

に
当
た
り
、
西
進
を
続
け
る
中
国
文
化
と
東
進
し

て
き
た
ロ
シ
ア
文
化
が
交
わ
る
最
前
線
な
の
で
あ

る
。
黄
色
人
種
の
顔
立
ち
を
し
た
人
々
が
、
ロ
シ

ア
語
を
母
語
と
認
識
す
る
事
態
だ
っ
て
あ
り
得
る

だ
ろ
う
。

　
本
来
な
ら
ば
、ビ
シ
ュ
ケ
ク
で
キ
ル
ギ
ス
国
立
歴

史
博
物
館
を
訪
問
し
、キ
ル
ギ
ス
の
考
古
学
遺
物
を

概
観
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
８
月
29
日
に

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
出
国
す
る
際
に
は「
カ
リ
モ
フ

大
統
領
が
亡
く
な
っ
た
」
と
の
噂
が
流
れ
て
政
情

が
不
安
定
に
な
っ
て
お
り
（
9
月
2
日
に
死
去
が

公
表
さ
れ
た
）、
キ
ル
ギ
ス
に
入
国
し
た
30
日
に
は

ビ
シ
ュ
ケ
ク
の
中
国
大
使
館
で
爆
弾
テ
ロ
が
あ
る

な
ど
、
甚
だ
物
騒
で
あ
る
。
特
に
、
後
者
の
犯
行
グ

ル
ー
プ
が
中
国
政
府
に
反
対
し
て
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
の
独
立
を
唱
え
る
ウ
イ
グ
ル
人
武
装
勢
力

地図２：現在のキルギス共和国
Euro-NARASIA  │  SERIAL REPORT
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で
あ
っ
た
場
合
、中
国
人
に
見
え
な
く
も
な
い
日
本

人
は
標
的
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
結
局
、
８
月
31

日
の
キ
ル
ギ
ス
独
立
記
念
日
の
喧
騒
の
中
、我
々
は

博
物
館
の
訪
問
を
断
念
し
、目
立
た
ぬ
よ
う
に
首
都

を
離
れ
て
東
を
目
指
し
た
。

　
❷
バ
ラ
サ
グ
ン
遺
跡（Balasagun
）・・・
ビ
シ
ュ

ケ
ク
〜
バ
ラ
サ
グ
ン
遺
跡
の
国
境
線
は
入
り
組
ん

で
お
り
、幹
線
道
路
を
走
行
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

何
度
か
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
側
に
入
り
込
む
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
方
が
ガ
ソ
リ
ン
が
安
い
そ
う
で
、

運
転
手
も
好
ん
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
領
内
で
給
油
し

て
い
た
。

　
途
中
の
ト
ク
マ
ク
の
街（
地
図
２
参
照
）で
は
、中
央

広
場
に
戦
闘
機
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。

こ
こ
は
旧
ソ
連
時
代
に
空
軍
基
地
が
あ
っ
た
街
で
、

戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
し
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
旧
東
側
陣
営
に
属
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
ホ
ス

ニ
ー
・
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
（
１
９
２
８
年
〜
）
や

シ
リ
ア
の
ハ
ー
フ
ィ
ズ・ア
サ
ド
大
統
領（
１
９
３
０

年
〜
２
０
０
０
年
）は
、空
軍
将
校
時
代
、こ
の
ト
ク

マ
ク
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
て
い
た

と
聞
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
空
軍
基
地
は
ソ
連
崩
壊

後
に
撤
去
さ
れ
、
今
で
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
が
。

　
ビ
シ
ュ
ケ
ク
か
ら
３
時
間
ほ
ど
か
け
て
バ
ラ
サ

グ
ン
と
さ
れ
る
遺
跡
に
到
着（
写
真
１
参
照
）。こ
こ
は

チ
ュ
ー
川
が
中
央
を
流
れ
る
天
山
山
脈
北
麓
の
盆

地
で
、周
囲
は
万
年
雪
を
頂
い
た
山
ま
た
山
で
あ
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
天
山
北
路
の
中
継
地
点
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、７
〜
９
世
紀
頃
に
ソ
グ
ド
人
の
隊
商

都
市
が
造
営
さ
れ
た
の
が
街
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
遊
牧
民
族
の
突
厥
人
や
ウ
イ
グ
ル
人
が

王
庭
と
し
て
幕
舎
を
張
っ
た
こ
と
で
、都
市
と
し
て

発
展
し
た
と
い
う
。
特
に
、
ト
ル
コ
系
遊
牧
王
朝

カ
ラ
・
ハ
ン
朝（
10
世
紀
〜
１
２
１
２
年
）や
カ
ラ
・

キ
タ
イ
朝
（
１
１
２
４
年
〜
１
２
１
８
年
）
の
首
都

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
王
朝
は
天
山
山
脈
北
麓
を
王
庭
と
し
た
の

で
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
但
し
、
文
献
上
で
こ

の
街
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
は
10
世
紀
前
半
に写真２：バラサグン遺跡博物館

写真１：バラサグン遺跡遠景
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過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
前
の
バ
ラ
サ
グ
ン
の
歴
史
は
不

明
で
あ
る
。

　
２
部
屋
し
か
な
い
附
属
博
物
館（
写
真
２
参
照
）に

入
っ
て
み
る
と
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
に
特
有
の
納
骨
壺
オ
ス
ア
リ
や
、ネ
ス
ト
リ
ウ

ス
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
特
有
の
シ
リ
ア
十
字
架
墓
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
た
。シ
ル
ク
ロ
ー
ド
華
や
か
な

り
し
頃
に
は
、
ソ
グ
ド
人
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
や

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
ど
が
多
数

バ
ラ
サ
グ
ン
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
た
だ
、
問
題
な
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
点
で

あ
る
。数
量
の
上
で
は
、ソ
グ
ド
人
商
人
や
シ
リ
ア
人

商
人
が
齎
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
遊
牧
民

的
意
匠
の
方
が
多
く
、ペ
ル
シ
ア
、ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
、

ホ
ラ
ズ
ム
で
確
認
し
た
よ
う
な「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

考
古
学
」と
は
懸
け
離
れ
た
世
界
が
眼
前
に
展
開
し

て
い
た
。例
え
ば
、バ
ラ
サ
グ
ン
遺
跡
の
墓
石
の
一
つ

（
写
真
３
参
照
）を
ご
覧
頂
き
た
い
。
こ
の
モ
チ
ー
フ

は
、少
な
く
と
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
知
識
で
は
解

け
な
い
何
か
で
あ
る
。

　
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、ブ
ハ
ー
ラ
ー
や（
次
号
以
降
で
扱

う
）
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
、
敦
煌
な
ど
は
、
遊
牧
文
化
と

の
接
壌
地
帯
に
あ
る
と
は
い
え
、基
本
は
オ
ア
シ
ス

都
市
で
、定
住
民
や
商
業
民
が
一
定
数
は
存
在
し
て

い
た
。
し
か
し
、
天
山
北
路
に
回
り
込
ん
で
セ
ミ
レ

チ
エ
に
出
る
と
、
こ
の
ル
ー
ト
沿
い
の
諸
都
市
は

遊
牧
民
と
商
業
民
の
交
易
都
市
と
い
っ
た
趣
き
に

な
り
、
遊
牧
文
化
の
痕
跡
が
飛
躍
的
に
増
え
る
。

　
更
に
、
バ
ラ
サ
グ
ン
遺
跡
の
敷
地
内
に
は
、
無
数

の
石
人
像
（
ト
ル
コ
系
言
語
でBalbal

）
が
林
立
し

て
い
た（
写
真
４
参
照
）。北
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
草
原
地

帯
で
、幾
つ
か
の
石
を
平
面
に
積
ん
で
あ
る
構
築
物

が
あ
っ
た
場
合
、そ
れ
は
遊
牧
民
が
泉
下
の
遺
体
を

動
物
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た「
積
み
石

塚
」だ
そ
う
で
、大
規
模
な「
積
み
石
塚
」の
下
を
掘

れ
ば
、サ
カ
族
や
烏
孫
族
の
族
長
ク
ラ
ス
の
遺
体
が

発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
聞
く
。し
か
し
、こ
れ

ら
の
石
人
像
は
、「
積
み
石
塚
」の
発
展
形
態
と
し
て

墓
標
の
一
種
な
の
か
、そ
れ
と
も
全
く
別
に
、遊
牧
民

が
倒
し
た
敵
を
記
念
し
て
建
て
た
戦
功
碑
な
の
か
、

判
断
す
る
材
料
が
な
い
。ま
だ
文
字
を
持
た
な
い
段

階
の
遊
牧
民
が
、何
ら
か
の
宗
教
的
な
感
情
を
反
映

さ
せ
て
建
て
た
構
造
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

が
察
せ
ら
れ
た
。

　
な
お
、
こ
こ
に
こ
れ
だ
け
の
量
の
石
人
が
集
約

さ
れ
て
い
る
の
は
後
代
の
作
為
で
あ
る
が
、石
人
が

こ
の
周
辺
に
多
い
の
は
事
実
の
よ
う
で
、そ
れ
ら
が

ソ
グ
ド
人
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
オ
ス
ア
リ
と
並
行

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
オ
ス
ア
リ
自
体
は
ソ
グ

デ
ィ
ア
ナ
で
見
た
も
の
と
一
様
だ
か
ら
、セ
ミ
レ
チ

エ
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
特
徴
は
、濃
厚
な
遊
牧
民

文
化
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
つ
つ（
少
な
く
と
も
葬
送

文
化
か
ら
見
た
場
合
）、そ
れ
ら
の
遊
牧
文
化
と
あ
ま

り
混
淆
せ
ず
に
共
存
し
て
い
た
点
に
あ
る
。

　
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
逆
に
ソ
グ
ド
人
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
徒
か
ら
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
へ
の
ゾ
ロ
ア
ス

写真３：バラサグン遺跡の墓石
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タ
ー
教
文
化
の
伝
播
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

９
世
紀
以
降
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
の
イ
ス
ラ
ー
ム

改
宗
は
、遊
牧
民
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
の
類
似
性
が
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、ト
ル
コ
系
遊
牧
民
た
ち
は
、

そ
れ
以
前
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
や
マ
ニ
教
の
影
響

を
蒙
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。オ
ス
ア
リ
内
部

の
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
い
、コ
ー
カ
ソ
イ
ド
系

の
ソ
グ
ド
人
と
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
の
ト
ル
コ
人
を

識
別
で
き
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
研
究
手
法
が

脳
裏
に
閃
い
た
。

　
７
〜
９
世
紀
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
於
け
る
ソ
グ

ド
人
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
文
化
と
遊
牧
文
化
の
関
係

に
困
惑
し
つ
つ
、最
後
に
バ
ラ
サ
グ
ン
遺
跡
の
目
玉

で
あ
る
ブ
ラ
ナ（Burana

）の
塔
へ
の
登
攀
を
試
み

た
。こ
れ
は
、11
世
紀
の
カ
ラ
・
ハ
ン
朝
の
時
代
に
、

高
さ
46
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
と
し
て
建
て
ら

れ
た
塔
ら
し
い
が
、度
重
な
る
地
震
の
影
響
で
、今
で

は
24
メ
ー
ト
ル
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
塔
の
上

に
出
て
み
る
と
、３
６
０
度
周
囲
全
て
が
天
山
山
脈

で
、
秋
も
迫
る
と
い
う
の
に
草
色
が
萌
え
、
遊
牧
民

が
随
喜
の
涙
を
流
す
で
あ
ろ
う
光
景
で
あ
っ
た
。こ

こ
が
、満
州
の
遼
王
朝
の
王
子
で
あ
っ
た
耶
律
大
石

（
１
０
８
７
年
〜
１
１
４
３
年
）が
、
新
興
の
金
王
朝

に
敗
れ
た
後
、こ
こ
で
グ
ル
・
ハ
ー
ン
に
即
位
し
て

西
遼
＝
カ
ラ
・
キ
タ
イ
朝
を
再
興
し
た
伝
説
の
土
地

で
あ
る
。

　
❸
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
（A

k-Beshim

）・
・
・

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、ソ
グ
ド
人
に
よ
っ
て
６
世
紀

頃
に
造
営
さ
れ
、６
〜
９
世
紀
に
天
山
北
路
の
中
継

地
点
と
し
て
栄
え
た
隊
商
都
市
ア
ク
・
ベ
シ
ム
。

但
し
、
こ
の
都
市
が
文
献
上
に
出
現
す
る
の
は
、

６
２
９
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
時
期
は
西
突
厥

（
５
８
２
年
〜
６
５
７
年
）
の
首
都
と
し
て
栄
え
、

写真４：バラサグンの石人
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ま
た
６
７
９
年
以
降
は
唐
王
朝
の
支
配
下
に
入
り
、

「
砕
葉
城
」
ま
た
は
「
素
水
城
」（
ス
ィ
ア
ー
ブ
＝
原

語
は
ペ
ル
シ
ア
語
の
ス
ー
イ
ェ
・
ア
ー
ブ
と
推
測
さ

れ
て
い
る
）と
名
付
け
ら
れ
て
、安
西
四
鎮
の
１
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
た
（
他
の
３
つ
は
亀
茲
、
于
闐
、
疏

勒
と
、い
ず
れ
も
現
在
の
中
国
領
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
内
に
あ
る
が
、砕
葉
だ
け
は
現
在
の
キ
ル
ギ
ス

領
内
に
含
ま
れ
る
）。
唐
が
こ
こ
を
放
棄
し
て
か
ら

は
、突
騎
施
な
ど
の
遊
牧
地
方
王
朝
の
首
都
と
し
て

存
続
し
、10
世
紀
に
は
バ
ラ
サ
グ
ン
に
経
済
的
繁
栄

を
奪
わ
れ
た
ら
し
い
。

　
位
置
的
に
は
、ア
ク・ベ
シ
ム
は
バ
ラ
サ
グ
ン
か
ら

北
西
へ
６
キ
ロ
ほ
ど
の
地
点
に
あ
り
、両
者
の
立
地

条
件
に
は
殆
ど
変
わ
り
が
な
い
。
何
故
、
６
キ
ロ
の

距
離
を
ア
ク・ベ
シ
ム⇒

バ
ラ
サ
グ
ン
と「
遷
都
」し

た
の
か
、
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
城
壁
は
７
５
０

メ
ー
ト
ル
×
６
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、
バ
ラ
サ
グ
ン

遺
跡
よ
り
一
回
り
小
さ
い（
写
真
５
参
照
）。藤
原
京

（
６
９
４
年
）や
平
城
京（
７
１
０
年
）を
１
０
０
年

近
く
遡
る
時
代
に
造
営
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、同
じ

く
唐
風
文
化
の
許
に
構
想
さ
れ
た
都
城
で
は
あ
る

も
の
の
、
碁
盤
目
状
の
土
地
区
画
は
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、上
空
写
真
で
見
る
と
、ソ
グ
ド
期
の
城
壁
も
、

そ
れ
以
降
の
内
城
も
外
城
も
、甚
だ
不

規
則
な
形
状
を
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、特
に
マ
ニ
教
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。
砕
葉
鎮
で
は
、
則
天

武
后
の
時
代
に
大
雲
寺
が
設
置
さ
れ

た
と
伝
わ
る
の
だ
が
、こ
れ
が
マ
ニ
教

寺
院
か
ど
う
か
は
研
究
者
を
頗
る
当

惑
さ
せ
て
い
る
。
と
言
う
の
も
、「
大

雲
寺
」
と
言
う
名
称
が
一
時
期
の
中

国
摩
尼
教
寺
院
に
用
い
ら
れ
て
い

た
の
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、マ
ニ
教

寺
院
専
一
の
名
称
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
る
。仮
に「
大
雲
寺
＝
マ
ニ
教
寺

院
」と
定
義
し
て
、漢
文
資
料
か
ら
読

み
取
れ
る「
大
雲
寺
」を
機
械
的
に
地

図
上
に
落
と
し
て
い
く
と
、中
国
内
地

の
相
当
部
分
に「
マ
ニ
教
寺
院
」が
出

現
し
、マ
ニ
教
が
中
国
で
大
流
行
し
て

い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
（
そ
う
い
う
研
究
を
、

ド
イ
ツ
の
学
者
が
実
際
に
行
っ
た
）。
こ
の
よ
う
な

結
果
は
他
の
デ
ー
タ
と
齟
齬
が
あ
り
、容
易
に
納
得

し
難
い
の
で
、お
そ
ら
く
前
提
条
件
の
方
が
間
違
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
献
上
の
デ
ー
タ
の
他
に
、

旧
ソ
連
の
考
古
学
者
に
よ
る
発
掘
調
査
の
結
果
、

ソ
グ
ド
期
の
城
壁
の
一
角
に
、マ
ニ
教
寺
院
も
存
在

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。果
た
し
て
そ
れ
が
漢
文
文
献

上
の
大
雲
寺
に
該
当
す
る
遺
跡
な
の
か
を
確
か
め
た

い
と
言
う
の
が
、こ
こ
を
訪
れ
た
主
な
動
機
で
あ
る
。

写真５：アク・ベシム遺跡遠景
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と
り
あ
え
ず
、持
参
し
た
資
料
を
基
に
遺
跡
の
内

部
を
歩
き
回
っ
た
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
バ
ラ
サ

グ
ン
よ
り
も
漢
化
の
痕
跡
が
明
瞭
な
都
市
遺
構
だ

と
の
印
象
を
持
っ
た
。１
９
９
７
年
に
は
、こ
こ
で

漢
文
に
よ
る
軍
勲
碑
文
も
発
見
さ
れ
て
い
る
そ
う

で（
現
物
は
ビ
シ
ュ
ケ
ク
の
博
物
館
に
あ
っ
て
実
見

で
き
な
か
っ
た
が
）、
相
当
数
の
漢
民
族
（
お
そ
ら

く
、軍
人
と
商
人
）が
こ
の
地
に
駐
留
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
で
き
た
。こ
の
段
階
で
は
、筆
者
は
、都
城

内
部
の
宗
教
施
設
の
状
況
も
、
中
国
内
地
に
準
じ

て
仏
教
寺
院
や
道
観
が
優
勢
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、ソ
グ
ド
期
の
城
壁
の
東
南
角
の
好
位
置

は
、仏
教
寺
院
で
も
道
観
で
も
、そ
れ
ど
こ
ろ
か
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
拝
火
神
殿
で
さ
え
な
く
、
ネ
ス
ト

リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
教
会
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
た（
写
真
６
参
照
）。し
か
も
、
城
内
に
は
２
つ

も
教
会
が
あ
り
、
放
棄
さ
れ
る
直
前
の
段
階
の
砕

葉
城
で
は
、
仏
教
や
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
飛
び
越

え
て
、ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
が
為
政
者
か

ら
最
も
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
た
。

こ
れ
は
少
し
衝
撃
的
な
事
実
だ
っ
た
。
こ
の
地
に

居
住
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る「
ソ
グ
ド
人
商
人
・

ト
ル
コ
系
遊
牧
民
・
漢
民
族
の
軍
人
と
商
人
」と
い

う
３
種
類
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
存
在
を
ど
う
掛
け
合

わ
せ
て
も
、シ
リ
ア
系
の
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト

教
の
流
行
と
云
う
予
測
を
導
き
出
せ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
次
に
、
ソ
グ
ド
期
の
南
大
門
の
外
に
は
、
仏
教
僧

院
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
が
２
つ
立
ち
並
ん
で
い
た
。

仏
教
僧
院
跡
か
ら
は
仏
像
が
出
土
す
る
の
で
、火
の

灰
し
か
出
土
し
な
い
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
拝
火
神
殿

な
ど
よ
り
は
遥
か
に
識
別
が
容
易
で
あ
る
。寺
院
の

立
地
条
件
か
ら
判
断
す
る
限
り
、９
世
紀
頃
の
砕
葉

城
で
、ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
に
次
い
で
優

遇
さ
れ
て
い
た
宗
教
が
仏
教
で
あ
る
こ
と
は
動
か

な
い
と
思
わ
れ
る
。こ
れ
は
、ソ
グ
ド
人
と
漢
民
族
の

存
在
を
考
え
れ
ば
納
得
で
き
る
が
、問
題
を
立
て
る

と
し
た
ら
、イ
ン
ド
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
方
面
か
ら

伝
播
し
た
仏
教
が
そ
の
ま
ま
定
着
し
た
の
か
、そ
れ

と
も
一
旦
中
国
内
地
へ
伝
播
し
た
中
国
仏
教
が

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
逆
流
し
て
セ
ミ
レ
チ
エ
ま
で
伝

わ
っ
た
の
か
が
課
題
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。因
み

に
、道
観
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。漢
民
族
の
砕
葉

城
支
配
が
僅
か
40
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、建
て

る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

写真６：アク・ベシム遺跡のキリスト教教会跡
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更
に
、ア
ク・ベ
シ
ム
遺
跡
で
筆
者
が
最
も
期
待
を

か
け
て
い
た「
中
央
ア
ジ
ア
唯
一
の
マ
ニ
教
寺
院
跡

（
旧
ソ
連
の
考
古
学
者
の
表
現
）」と
言
わ
れ
る
地
点

に
行
っ
て
み
た
。
発
掘
報
告
書
に
は
、
こ
れ
が
マ
ニ

教
寺
院
で
あ
る
と
の
証
拠
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

寧
ろ
、筆
者
が
英
語
版
を
読
ん
だ
限
り
で
は
、「
死
体

曝
し
台
跡
」
の
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
教

徒
が
死
体
曝
し
台
を
用
い
た
と
い
う
例
は
聞
い
た

こ
と
が
無
く
、大
概
そ
れ
は
、死
体
を
犬
や
ハ
ゲ
タ
カ

に
喰
わ
せ
る
為
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
葬
送
施

設
で
あ
る
。（
尤
も
、マ
ニ
教
の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て

は
、全
般
的
に
良
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
。）仮
に

「
死
体
曝
し
台
跡
」
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は

却
っ
て
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
葬
送
儀
礼
の
場
で
あ

る
こ
と
を
裏
付
け
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
・・
そ
う
思
っ
て
、
取
り
あ
え
ず
自
分
の
目
で
確

か
め
る
べ
く
、地
図
に
従
っ
て
現
地
に
足
を
運
ん
だ

の
だ
が
、そ
の
地
点
は
ソ
グ
ド
期
の
城
壁
の
西
側
に

当
た
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ

ス
ト
教
教
会
が
城
内
の
一
等
地
に
あ
り
、仏
教
寺
院

が
外
城
に
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、立
地
条
件
は
最

悪
で
、こ
の
伝
・
マ
ニ
教
寺
院
は
城
壁
の
外
に
建
て

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。し
か
も
、当
の
地
点
に
は
、

た
だ
の
大
根
畑
が
広
が
っ
て
い
た
（
写
真
７
参
照
）。

ソ
連
時
代
に
は
ま
だ
遺
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
た
ら

し
い
の
だ
が
、キ
ル
ギ
ス
独
立
後
は
、こ
の
国
の
研
究

機
関
は
伝
・
マ
ニ
教
遺
跡
な
ど
に
構
っ
て
い
る
余
裕

が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

何
を
ど
う
検
証
し
て
み
よ
う
も
な
か
っ
た
。今
こ
こ

を
掘
っ
て
も
、赤
大
根
し
か
出
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。

完
全
に
個
人
的
な
推
測
に
な
る
の
だ
が
、城
壁
の

外
に
主
要
宗
教
の
寺
院
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
は

考
え
難
く
、
且
つ
発
掘
報
告
書
に
「
死
体
曝
し
台
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
こ
は
単
に
、
ソ
グ
ド
人
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の

曝
葬
用
施
設
の
場
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
城
壁
の
東
北
側
に
あ
る
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
の
納
骨
器
の
出
土
地
点
に
赴
い
た
。
こ
の

墓
地
が
あ
る
以
上
、
砕
葉
城
に
相
当
の
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
徒
（
お
そ
ら
く
、
大
部
分
が
ソ
グ
ド
人
）
が

在
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
、
納
骨

器
は
沢
山
出
土
し
て
い
る
も
の
の
、骨
自
体
は
見
付

か
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。ま
た
、上
記
の
筆
者
の
個
人

的
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、６
〜
９
世
紀
の
ソ
グ

ド
人
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
た
ち
は
、城
壁
の
西
側
に

曝
葬
用
の
死
体
曝
し
台
を
設
置
し
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
骨
だ
け
は
城
壁
の
東
北
側
の
墓
地
に
葬
っ
た

こ
と
に
な
る
。別
に
死
体
曝
し
台
と
墓
地
が
近
接
し

て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
道
理
は
な
い
が
、

写真７：アク・ベシム遺跡の伝・マニ教教会遺跡に広がる大根畑
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紀
元
前
６
世
紀
の
ハ
カ
ー
マ
ニ
シ
ュ
朝
の
皇
帝
墓

な
ど
で
は
、
両
者
は
大
抵
近
接
し
て
い
る
（
ダ
フ
マ

の
真
上
に
、
皇
帝
専
用
の
死
体
曝
し
台
が
あ
る
）。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、ア
ク・ベ
シ
ム
の
城
壁
を
山
手
線

に
例
え
る
な
ら
ば
、新
宿
と
上
野
く
ら
い
の
角
度
で

両
者
が
分
離
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
特
別
な
説
明

が
必
要
な
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
と
も
か
く
、考
古
学
と
い
う
不
慣
れ
な
方
法
論
と
、

オ
ア
シ
ス
都
市
な
ら
ぬ
草
原
の
商
業
植
民
都
市
と

い
う
研
究
対
象
に
当
惑
し
つ
つ
、ア
ク・ベ
シ
ム
遺
跡

こ
と
大
唐
帝
国
安
西
鎮
砕
葉
城
を
辞
し
た
。次
回
の

『EURO-NARASIA�Q

』第
15
号
に
は
、ク
ラ
ス
ナ
ヤ・

レ
ー
チ
カ
遺
跡
と
イ
シ
ク
・
ア
タ
遺
跡
を
扱
う

「
キ
ル
ギ
ス
・
セ
ミ
レ
チ
エ（
七
河
地
方
）に
お
け
る

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
遺
跡（
後
篇
）」を
掲
載

し
て
頂
く
予
定
で
あ
る
。
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